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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成22年7月22日(2010.7.22)

【公表番号】特表2010-517813(P2010-517813A)
【公表日】平成22年5月27日(2010.5.27)
【年通号数】公開・登録公報2010-021
【出願番号】特願2009-548212(P2009-548212)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ   5/22     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/30     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  47/06     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  65/40     (2006.01)
   Ｂ２９Ｋ  23/00     (2006.01)
   Ｂ２９Ｋ 105/04     (2006.01)
   Ｂ２９Ｌ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ   5/22    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  27/30    　　　Ｂ
   Ｂ２９Ｃ  47/06    　　　　
   Ｂ６５Ｄ  65/40    　　　Ａ
   Ｂ２９Ｋ  23:00    　　　　
   Ｂ２９Ｋ 105:04    　　　　
   Ｂ２９Ｌ   9:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年5月10日(2010.5.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コア層を構成する発泡層と、
　前記コア層に一体的に形成され、表面スキン層を構成する非発泡層とを有し、
　前記発泡層は、押出方向の断面での発泡層フォームセルの平均長さが２３１．５μｍ未
満である、熱収縮性フォームシート。
【請求項２】
　前記発泡層における押出方向の断面での発泡層フォームセルの平均長さが１６７．０μ
ｍ以下かつ前記押出方向と直交する方向の断面での発泡層フォームセルの平均長さが６６
．２μｍ以下である、請求項１に記載の熱収縮性フォームシート。
【請求項３】
　コア層を構成する発泡層と、
　前記コア層に一体的に形成され、表面スキン層を構成する非発泡層とを有し、
　前記発泡層は、押出方向の断面での発泡層フォームセルの平均高さが１５．０μｍ未満
かつ前記押出方向と直交する方向の断面での発泡層フォームセルの平均高さが１５．２μ
ｍ未満である、熱収縮性フォームシート。
【請求項４】
　コア層を構成する発泡層と、
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　前記コア層に一体的に形成され、表面スキン層を構成する非発泡層とを有し、
　前記発泡層は、押出方向の断面での発泡層フォームセルの平均面積が２，５１１．６μ
ｍ２／セル未満かつ前記押出方向と直交する断面での発泡層フォームセルの平均面積が９
７０．７μｍ２／セル未満である、熱収縮性フォームシート。
【請求項５】
　コア層を構成する発泡層と、
　前記コア層に一体的に形成され、表面スキン層を構成する非発泡層とを有し、
　前記発泡層は、押出方向の断面での発泡層フォームセルの平均周囲長さが４６８．７μ
ｍ未満である、熱収縮性フォームシート。
【請求項６】
　コア層を構成する発泡層と、
　前記コア層に一体的に形成され、表面スキン層を構成する非発泡層とを有し、
　前記発泡層は、押出方向の断面での発泡層フォームセルの単位面積あたりの平均発泡数
が１９５．５個／ｍｍ２を超える、熱収縮性フォームシート。
【請求項７】
　前記発泡層における押出方向の断面での発泡層フォームセルの単位面積あたりの平均発
泡数が３４９．５個／ｍｍ２以上、かつ前記発泡層における押出方向と直交する方向の断
面での発泡層フォームセルの単位面積あたりの平均発泡数が６４７．９個／ｍｍ２を超え
る、請求項６に記載の熱収縮性フォームシート。
【請求項８】
　前記非発砲層は、ＩＳＯ８７９１－Ａに準拠して測定した最大表面平滑度が１．５５μ
ｍ未満である、請求項１ないし請求項７のいずれかの項に記載の熱収縮性フォームシート
。
【請求項９】
　前記発泡層は、一方の押出機にてポリスチレン樹脂を主体に核形成剤、ポリブテン、ア
ジピン酸ジトリデシルまたはアジピン酸ジイソデシルまたはトリメリット酸トリオクチル
をブレンドし溶融したメルトに窒素または二酸化炭素またはこの混合ガスが超臨界状態で
加えられて共押出し用二層環状押出用ダイスから押し出されることにより形成される一方
、
　前記非発泡層は、他方の押出機にてポリスチレンを主体にポリオレフィンおよびポリス
チレンとポリオレフィンの相溶化剤を混合した樹脂が溶融されて前記押出用ダイスから前
記発泡層に被覆された状態で押し出されることにより形成される、請求項１ないし８のい
ずれかの項に記載の熱収縮性フォームシート。
【請求項１０】
　前記非発砲層は、その表面に印刷層が形成されている、請求項１ないし請求項９のいず
れかの項に記載の熱収縮性フォームシート。
【請求項１１】
　　容器本体の外周面に、請求項１ないし請求項９のいずれかの項に記載の熱収縮性フォ
ームシートが熱収縮した状態で密着状態に配置された容器。
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